
法
談
者

と
し
て
の
 M
a
h
a
m
o
g
g
a
l
l
a
n
a
 

(
竹

井
)

法
談
者
と
し
て
の
 M
a
h
a
m
o
g
g
a
l
l
a
n
a

-
経

典
内
容
の
改
変

・
増
広
の

一
例
-

竹

井

良

憲

原
始
経
典

の
中

に
は
、
弟
子

た
ち
が
意

見
を
述

べ
合

っ
て
い
る
経
典
が
存
在

す

る
。
特

に
有

名

な
経
典

は
中

部

第

32

経
 
(
以

下
 
M
N
.
 
3
2

と
略

す
)
 の

(
1
)

M
a
h
d
f
i
d
g
i
n
d
 
で
あ

る
。

こ
の
経
典

で
は
六
人
の
大
弟
子
た

ち

が

登
場

し

「
G
o
s
d
j
f
i
d
n
g
 

を
輝
か
す

の
は
ど
の
よ
う
な
比
丘
か
」
に

つ
い
て
意

見
を
述

べ
合

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
比

丘
の
理
想
像

に

つ
い
て
語
り
合

っ
て
い

る

の
で
あ

る
。
六
人

の
意
見
を
要
約

し
て
記
す

と
次

の
と
お
り

で
あ
る
。

A
m
a
n
d
a
…
…
多
聞

で
よ
く
持

し
、
四
衆

に
法
を
説
く
比
丘
。

R
e
e
v
a
t
a
…
…
独

坐

を
愛

好
し
、
心
が

安
定

し
、
禅

定

を

軽
視

せ

ず
、
観

を
成
就

し
、
空
閑
処

の
専
修
者
た

る
比
丘
。

A
m
n
u
r
u
d
d
h
a
…
…
清

浄

で
超
人
的
な
天
眼

に
よ
り
千
世
界
を
見
る
比
丘
。

M
a
h
a
k
a
s
s
a
p
a
…
…
頭

陀
行

者

で
あ
り
、
戒

・
定

・
慧

・
解

脱

・
解
脱
智

見

を
具
足

し
た
比
丘
。

M
a
h
a
m
o
g
g
a
l
l
a
n
a
…
…
二

人
で
相
互
に
質
問
し
解
答
し

て
、

法
に

つ

い

て
の
談
 
(
a
b
h
i
d
h
a
m
m
a
k
a
t
h
a
)
 

を

な
す
比
丘
。

S
a
r
i
p
u
t
t
a
…
…
心

を
征

服
し
、
心

に
よ

っ
て
征
服

さ

れ

ず
、

い

つ

で
も

い
か
な
る
住

に
も
住
す

る

こ
と
が

で
き
る
比
丘
。

漢
訳
相
当
経

の
中
阿
含

一
八
四

経
 
(
以
下
、
中

一
八
四
と
略
す
)
 牛
角
娑

羅

(
2
)

林
経

は
大
筋

に

お

い
て

パ

ー

リ

の
 
M
N
.
 
3
2と

一
致

す

る

が
、
大
迦
栴
延

(M
a
h
a
k
a
y
a
n
a
)
 

を
加

え
た
七
人

の
大
弟
子
た
ち
が
登
場

し
て
意

見
を
述

べ

て

い
る
。

し

か

も
、
大

目
健
連
 
(M
a
h
a
m
a
m
n
a
)
 の
意

見

内

容

が

M
N
.
 
3
2と
異
な

っ
て
お
り
、
大
迦
栴
延

の
意
見
は

M
N
.
 
3
2
 

の
 M
a
h
a
m
o
g
-

g
a
l
l
a
n
a
 

の
意

見
に
ほ
ぼ

一
致

し
て

い
る
。

こ
の
両

名
の
意

見
を
要
約
す

る

と

次

の
と
お
り
で
あ

る
。

大
目
健
連

…
…
大

如
意
足

・
大
威
神

を
有

す
る
比
丘
。

大
迦
栴

延
…
…
二

人
で
阿
毘
曇

を
論

ず
る
比
丘
。

(
3
)

も
う

一
つ
の
漢
訳
相
当
経
、
増

一
阿
含

三
七

二
二
 (
以
下
、
増
三

七

・
三
と

略
す
)
 は
、
登
場
人
物

に

つ
い

て

は

M
N
.
 
3
2と

一
致

し
、
大
迦
栴

延

は

登

場

し
て

い
な
い
。

し
か
し
、
意
見
内
容

に
関

し
て
は
、
目
連
 
(
M
a
h
a
m
o
g

l
a
n
a
)
 

の
み

M
N
.
 
3
2と
異

な
る
。
目
連

の
意
見
を
要
約

す

れ
ば

次

の

と

お

り
で
あ
る
。

目
連
…
…
大

神
足
を
有

し
、
神

足
に
於
て
自
在

を
得

た
る
比
丘
。

以
上

の
よ
う
に
、
登
場

人
物

と
 
M
a
h
a
m
o
g
g
a
l
l
a
n
a
 

の
意
見
内
容

と

に
関

し
て
、
三
経
に
相
違

が
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

こ
の
点

に

つ
い
て
宇
井
伯
壽
博

士
は
、
(
1
)
 

仏
弟

子
中

で
は
目
腱
連

は
神
通
、

大
迦
旛

延
は
論
議

と
さ
れ
る
の
が

通
常

で
あ
る

こ
と
、
(
2
)
 

目
健
連

が
魔

や
諸
神

諸
天
子
の
と

こ
ろ

へ
行

っ
た
経

が

多

い
こ
と
、
(
3
)
 

大
迦
栴
延

が
論
議
分
別

に
長

じ
て
い
た

こ
と
を
示
す
経

が
多

い

こ
と
、
(
4
)
 
A
N
.
 
I
 
1
4
 

で
目
腱
連

は
神
通

を
有

す

る

点
、
大
迦
栴
延

は
略
説

を
分
別
す
る
点
で
弟

子
中
第

一
と
い
わ
れ
て
い
る

こ
と
、
を
根
拠

に
挙
げ

て
、

(
4
)

次

の
よ
う
に
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

故
に
中
部
第
三
十
二
経
は
元
来

は
目
腱

連
は
神
通
、
大
迦
栴
延

は
法
談

を

讃

嘆
し
た

こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
居

た

の
が
、

遂
に
大
迦
栴

延
の
名

が
逸
失

せ

ら
れ
、
目
腱
連

の
下
の
神
通
讃
嘆

の
文
が
失
は
れ
て
目
腱
連

の
名

と
法
談
讃

嘆

の
文
と
が
結
付
く
に
至

っ
た
も

の
な
る

こ
と
疑
ふ
由
は
な
い
と
思

ふ
。
増
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一
阿
含

の
方

は
元
来
大
迦
栴

延

の
凡
て
が
な
か

っ
た
か
又
は
全
く
失

は
れ
た

か
何
れ
か
の
も

の
で
、
中
阿
含

に
比
す
る
と

一
人
不
足
し
て
い
る
が
、
然

し

こ
れ
だ
け
で
も
決

し
て
其
中
に
何
等

の
誤
謬
錯

雑
も
な

い
も
の
で
あ

る
。
此

の
如
く
パ
ー
リ
の
錯
雑
誤
謬
は
明
瞭

で
、
経
が
盲
目
的
な
変

化
を
蒙

っ
た
確

証
を
示
し
て
居

る
が
、
…
…

M
N
.
 
3
2
 

と
増
三
七

・
三
は

一
致

し
て
 M
a
h
a
k
a
c
c
a
y
 
を
登
場
さ
せ
て

い
な

い
が
、
宇
井
博
士

の
説
明
に
よ
れ
ば
、

こ
れ

は
偶
然

の

一
致
と

い
う

こ
と

に
な
る
。
は
た

し
て
単
な
る
偶
然

の

一
致
な

の
で
あ

ろ
う
か
。

そ

こ
で
、
M
Z
.
 
3
2
 

の
 
M
s
d
l
k
g
d
s
j
g
 の
意
見
内
容

と

中

一
八
四

の

大
迦
栴
延

の
意
見
内
容
を
詳
し
く
検
討
し

て
み
た

い
。

ま
ず

M
N
.
 
3
2
 

の
 M
f
d
s
l
j
g
d
s
d
j
i
f
h
i
 

の
意
見

は
次

の
と
お
り
。

友
サ
ー
リ
プ

ッ
タ
よ
、
二
人

の
比
丘
が
法
に

つ
い
て
の
談
を
な
し
、
彼

ら

は
互

い
に
質
問
に
答
え

て
答
え
な

い
こ
と
が
な

い
。
そ

し
て
、
彼
ら

の
法
談

は
有
益
で
あ
る
。
友
サ
ー
リ
プ

ッ
タ
よ
、

こ
の
よ
う
な
比
丘
に
よ

っ
て
ゴ
ー

シ
ン
ガ
サ
ー

ラ
林
は
輝
か
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

中

一
八
四

の
大
迦
栴
延

の
意

見
は
次

の
と
お
り
。

尊
者
舎
梨

子
、
猶
ほ
二
比
丘
法
師
、

共
に
甚
深
な
る
阿
毘
曇
を
論
ず
る
が

ご
と
し
、
彼

の
問
ふ
所
の
事
、
善

く
解

し
悉

く

知

り
、
答

ま

た

無
擬

に

し

て
、
説
法
弁
捷

な
り
。
尊
者
舎
梨

子
、

是

の
如
き
比
丘
、
牛
角
娑

羅
林
を
起

発

せ
ん
。

以

上
の
よ
う
に
、
内
容

は
ほ
ぼ

一
致

し
、
(
1
)
 

二
比
丘
が
、
(
2
)
 

法
に

つ
い
て
の

談
 
(
j
k
d
s
h
f
u
d
t
d
h
a
 

阿
毘
曇
)
 を
な

し
、
(
3
)
 

相
互
に
問

い
答

え
る
と

い

う

の
が
要
点
で
あ

る
。

で
は
、

こ
の
意
見

は
 
M
d
k
l
f
j
s
c
i
c
d
e
 

と
 
M
a
h

k
a
c
c
a
y
a
n
a
 

の
い
ず

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
で
あ

ろ
う
か
。

ま
ず
 
M
d
s
k
j
c
i
x
n
c
e
 

が
登
場

す
る
経
典
を
検
討

し
て
み
よ

う
。
M
N
.

(
5
)

6
9
で
は
、
S
a
r
i
p
u
t
t
a
 

が
諸
比
丘

に
説
法

し
た

後
、
M
d
i
c
j
x
i
a
 

が

(
6
)

S
a
r
i
p
t
a
 

に
質
問

し
て
い
る
。
ま
た
、
A
N
.
 IV
.
 
1
6
7
 
1
6
8
 

で
は
、
S
a
r
u
t
-

t
a
 と
 
M
a
k
j
d
i
g
g
l
d
j
g
i
 

が
問
答
を

し
て
い
る
。

一
方
、
M
k
s
d
j
f
i
g
i
g
i
 

が
登
場
す
る
経
典
を
調

べ
て
み
る

と
、
彼

が
他

の

一
比
丘

と
問
答

し
た
こ
と
を
記
す
経
典

は
見
あ

た
ら
な
い
。

以

上
の
点

か
ら

み
て
、
前
述

の
意
見

は
 
M
d
s
l
k
f
d
j
d
i
c
i
 

に
こ
そ

ふ

さ

わ
し
い
と
考

え
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
(
1
)
 

パ
ー
リ

M
N
.
 
3
2
 

に
記

す

よ

う

に
、

二
人

で
法

に

つ
い
て
問
答
す

る
比

丘
を
理
想
像

と
し
て
挙

げ

た

の

は
 
M
a
h
a
-

m
o
g
g
a
l
l
a
n
a
 

で
あ
り
、
M
k
a
k
d
f
i
v
c
 は
全

く
登
場
し
な

い
と

い

う

の

が
本
来

の
経
典

の
内
容

で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
(
2
)
 

増

三
七

・
三
で
は

「神

通
第

一
の
目
連
」

と
い
う
通
念

に
影
響

さ
れ
て
、

目
連

の
部
分

を
、
大
神

足
者

を
理
想
像

と
す

る
内
容

に
変
更

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
(
3
)
 

中

一
八
四

で
も
、

や
は

り
通
念

に
従

っ
て
、
大

目
健
連

の
部
分

を
如
意

足
神
通

の
内
容

と
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

そ
し
て
、

二
比
丘
が
法

に

つ
い
て
問
答

す

る

の
を
理
想

と

す

る

部
分

は
、

そ
の
ま
ま
生
か
し
て

「
分
別

・
論
議
第

一
」

と
さ
れ
る
大
迦
栴

延
の
名
を

付

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

原
始
経
典

や
律
蔵

に
お
い
て
は
神
通

に
対
す
る
評
価

は
低
く
、
内

容
的
に
み

て
も
、
神

通
者
よ
り
も
法
談

者
を
理
想
像

と
す
る
方
が
妥

当
だ
と
思
わ
れ
る
。

M
a
h
i
d
f
j
d
i
g
a
l
y
i
 

が
諸
神
諸
天
子

の
と

こ
ろ

へ
行

っ
た
経
典

は
多

い
が
、

い
ず
れ
も
法
談

が
目
的
で
あ
り
、

神
通
は
そ

の
た
め

の
手
段
に
す
ぎ
な

い
の
で

あ

る
。

1
 
M
N
.
 vo
l.
 I.
 
p
.
 

2
1
2
.
 
2
 
大
正

一
、
七

二
六
下
。
3
 

大

正

二
、

七

一
〇
下
。

4
 

宇
井
伯
壽

博

士

『
印

度

哲

学
研

究
』
第

三
、
p
.
 
3
4
5

5
 
M
N
.
 
d
k
l
 
j
i
 
d
s
i
d
 
d
s
k
 
j
i
d
e
 
1
5
5

(
東
京
大
学
大
学
院
)

法
談
者

と
し
て
の

M
M
a
h
a
m
o
g
g
a
l
l
a
n
a
 

(
竹

井
)
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